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 表紙は、ふれあいハイクの集合写真です。あなたはどこに？ 

 
今月の「私の一名山」は、お休みです。（編集局の怠慢で原稿がありませんでした） 
５月のメイン行事「ふれあいハイク」が、１０４名の参加で実施された。 
２年に１回の開催、今年は１４回目である。不安定な天候が心配されたが、当日は 
心配なし、高速道路もどうした事か、行きも帰りもスーイスイで千葉に着いた時は、お

店も空いてないと心配する輩もいた。 
何よりよかったのは、けが人やアクシデントが無かった事、実行委員の皆さん、参加

者の皆さんご苦労様でした。２年後に、元気で会いましょう。 
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          個人会員制度の実施にむけて（２） 
             
                      千葉県連盟 会長 広木 国昭 
 
 個人会員制度が提案された時から、一番の問題点・不安点として多くの県連盟から

の指摘は「山行管理」に関する事です。 
顔の見えない相手（個人会員）の山行には不安がある。個人会員は山行計画書の提出、

入山・下山連絡などのルールを守るのだろうか。等の意見が数多く出された。 
個人会員制度促進本部は、これらの不安を解決し、より使い易く信頼度の高い山行

管理システムの開発に取り組んだ。 
山行管理システムの理解を深め、その目的をより理解していただくために「安全登山

サポートシステム」とネーミングした。 
１、安全登山サポートシステムの進行状況について。 
   安全サポートシステムを「ROSAN パートナーHＰ」（注１）と一体化し、安全サ 

ポートシステムと ROUSAN パートナーHP を完成させた。 
5 月中に安全サポートシステムを完成させ、6 月中旬から試験運転を開始する。 

   この試験運転に、千葉県連盟の各会・会員に参加協力をお願いしたい。 
２、システムの概要 

山行管理システムは、個人会員の安全登山のサポートを目的とし、下記の機能を 
備え、個人会員に限らず既存の会・クラブでも使用できるシステムである。 
・ 山行計画書送信：入力、入山連絡、下山連絡を受けて山行終了。 
・ 下山連絡なし：個別管理し、緊急時対応マニュアルによって対応する。 
・ 山行監視画面：山行管理グループメンバーによって管理運営する。 
・ 山行データ管理：山行履歴をデータとして保管し、今後の山行に活かす。 
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               （安全サポートシステムのイメージ） 
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注１「ROSAN パートナーHＰ」とは 
  全国連盟で導入する個人会員制度の通称を「「ROSAN パートナー」と名付けた。 

個人会員制度専用のＨＰを開設し、「ROSAN パートナーHＰ」として運用する。 
 
３、安全登山サポートシステムの機能について。 

安全登山サポートシステム機能構成図 

 

 

 

 

 

 

 （ＰＣ、携帯電話、 

スマートフォン対応） 
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個人会員ＨＰ 
安全登山サポート 
（山行計画） 

山行データ管理ＨＰ 
メールアドレス管理 

会員管理 
データベース管理 
山行計画書一覧表示 

山行計画書、 
入山･下山 
連絡受付機能 

 
山行監視機能 
 

山行監視画面表示、 
アクシデント画面表示、

お知らせメール送信、 
下山時刻監視、 
山行情報詳細表示 

山行データ 
管理機能 
 

メールアドレス管理、

会員管理、 
データベース管理、 
山行計画書一覧表示、

個人会員ＨＰ 
入会手続き 

山行データ 

CSV ﾌｫｰﾏｯﾄ 

会員データ 

会員データ 
山行監視ＨＰ 
山行監視画面 
アクシデント画面 

手動 

労山 
システム
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４、計画書の入力画面   

 携帯電話の画面を紹介します。ＰＣ ・スマートフォン画面にはサイズ違いがあるた

め若干の相違はあるが、内容自体は同様であり紹介からは省略します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前ページより 
 

前頁へ       ホームページへ 
■登録以外の 
携帯電話 ：Ｄｏｃｏｍｏ   
（任意）  キャリア    ▽ 

■食糧   ：    回分 
（任意）     （予備食を含む） 

■装備   ：装備チェックシート 
次頁へ  前頁へ  ホームページへ 
 
前頁へ       ホームページへ 
■山日記   
 山行報告を投稿すると、写真付（３枚）

 で、山日記として掲載される。 
 投稿した会員の山歴として保存され、 
 個人会員間で、山情報の交換、山行計

 画の参考資料など利用範囲は広い。 
 個人情報の保護には十分な配慮がなさ

れているので心配なく入力できる。 
 
■写真   ：ﾒｰﾙで写真をｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 
 公開／未公開 

送 信    ホームページへ 

山行計画書作成   ホームページへ 
 
■作成月日：2012 年 ▽  

   8 月 ▽   1 日 ▽ 
■登山県名 ：神奈川県   ▽ 
■山名   ：塔ノ岳       
       丹沢山       
       蛭が岳       
■アプローチ：◎自家用車 ○鉄道 
       ○バス ○タクシ 
■入山口  ：大倉バス停     
■入山日時 ：2012 年 ▽ 

 8 月 ▽  15 日 ▽ 
 5:30  ▽ 

次頁へ       ホームページへ 
 
次頁へ  前頁へ  ホームページへ 
■下山口  ：東野バス停     
■下山日時 ：2012 年 ▽ 

 8 月 ▽  17 日 ▽ 
 15:30  ▽ 

■ルート経験：◎あり ○なし 
       回数：   ▽ 
■山行スタイル：◎パーティー 

○単独 ○ツアー ○その他 
■参加者人数：      ▽ 
■同行者会員番号：xxxxxxxx （任意） 
■同行者会員番号：xxxxxxxx （任意） 
■山行形態 ：      ▽ 
次頁へ  前頁へ  ホームページへ 

 

★ 個人会員制度への質問・意見などは、千葉県連ホームページ「事務局への問合せ」 

  まで、お願いします。 

   次号では、千葉県連盟として検討をして来た千葉版個人会員制度と全国版個人 

  会員制度の共通点、相違点について考えます。 
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県連第 15 回 ウィークデー山行報告     
       

  玉原高原：湿原～尼ヶ禿山登山 
           
                      ハイキング委員長 桑原 年一   
山行日  2012 年 5 月 10 日（木）  バス 2 台利用 
参加者  松戸山の会 8、岳人あびこ 4、かがりび山の会 5、ACT 峰友 1、東葛山の  
 会 4、ふわくハイキングサークル 15、茂原道標 1、こまくさハイキングクラ 10、 
ちば山の会 1、市川山の会 1、シリウス山の会 1、 計 51 名         

コース  千葉組 6：30 出発：東葛組～我孫子～新松戸 7：20 出発＝関越・高坂 SA 
で千葉車と合流 8：40/50＝赤城高原 SA トイレ休憩 9：46/55＝沼田 IC10：00＝玉 
原高原・センターハウス駐車場 10：40 着 支度・準備体操・地図読みを各班に分 
かれて勉強する。 
11：00 登山開始～湿原（心配していた水芭蕉群生を観賞）～（林道に出たら両側 
にフキノトウの花の群生・中々きれい）～11：10 朝日の森ロッジ登山口 11：30～ 
途中休憩～鉄塔 12：20（このあたりから残雪があり雪山歩きを体験）～尼ヶ禿山々 
頂 12：45/50（山頂が狭いので記念写真のみで鉄塔まで下山・霧が晴れて来たので 
班のみ残る）～鉄塔 13：00/13：30（昼食）～トンネル手前林道 13：50～（行先 
のブナ平は芽吹きなく寒々としていたので予定変更して林道をフキノトウ狩りし 
ながら駐車場に引き返す）14：30/55 乗車＝迦葉山天狗寺 15：30/50（天狗の鼻に 
さわりご利益を頼み引き返す）～望郷の湯 16：30/17：30 乗車＝各地  解散 

水芭蕉には会えたがブナの芽吹きは残念でした。 

   前日から心配していた天気も 
まあまあで、上部には残雪もあり、 
ブナの芽吹きは無理でしたが 
（峠下の新緑で我慢してもらい） 
水芭蕉の花に逢えたので良かった。 
ただコース変更を勝手に決めたのは 
申し訳なく思いました、 
リベンジ山行を企画したいと 
思っています。               
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ウイークデー山行感想 
                       ハイキング委員 佐川 美江子 
                            （松戸山の会） 
 
センターハウスに 30 分遅れで到着して準備体操後班ごとに出発する。 

空模様はあまり良くなく雨具を身につける、玉原湿原に入るとミズバショウが可愛ら

しく咲いている。 
しばらく楽しんで尼ヶ禿山に向かう。登山道には雪がまだ残っていました。私は雪

山には参加しないので少しでも雪の上を歩けて楽しかったです。 
下る頃には天気も回復して下の方の玉原湖、周りの山々も良く眺められるようになる。 
ブナ林の芽吹きはまだでした。天狗面で有名な弥勒寺に立ち寄りお参りする。ここは

前に迦葉山に登った時に来ました。 
帰宅したら自宅の方は荒れた天気だったとの事で、山で雷に合わずほっとしました。 
                    

 
センター前で 全員集合 

 

              掲 示 板 
 ウィークデー山行が大人気です。毎回、参加者申込が多く満車の盛況です。 
これは、委員長を中心にしたハイキング委員会の活動が定着しているからです。

 ウィークデイの行事に、参加出来る会員が多数いる事に応える活動です。 
ハイキング委員会の活動に学び、会同士の交流ハイク等の企画も検討しては 
いかがでしょうか？ まずは、気心の知りあったハイキング委員の会同士で 
の企画に期待しています。 
 県連盟では、多くのジャンルで会の垣根を越えた交流をバックアップします。

各ジャンルでの、リーダー・お手伝いを募集しています。力を貸して下さい。 
 連絡先は、県連ホームページ・事務局への問合せまでお願いします。 
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ウィークデーハイク『玉原高原』 
 
日本一大きな天狗の面と御対面 

 
東葛山の会 高見 信明 

 
 昨年、悪天候と大地震の自粛ムードの中で中止した、ウィークデーハイクの復活で

もあり、定員をオーバーする参加申し込みがあり、千葉発組には大型バスが手配され

たほどであった。 
 その後、キャンセルもあり千葉組、東葛地区組とも中型バスで行けるようになった。 
 残雪歩きと、ブナの新緑を楽しむ予定で、玉原高原に来たが、雪は消えていた。ブ

ナの方もようやく芽吹きはじめたばかりで、青々としたブナ林歩きも期待できなかっ

た。それでも全員準備体操と、雨具を着て出発。 
 玉原湿原のミズバショウを見ながら、尼ケ禿山まで標高差 200ｍを 1 時間半少々で

登った。 
 班各の記念写真を撮り下山。途中のんびり昼食タイムをとり、駐車場のセンターへ。

道端の「フキノトウ」を女性陣は大量に採りまくっていた。大収穫に天ぷらの香りが

してくるようだ。 帰路、日本一大きな天狗の面をまつる「 迦 葉 山
かしょうざん

弥勒寺
みろくじ

」に

立ち寄る。群馬県沼田市上発知町にある曹洞宗の寺院である。沼田市北部にそびえる

迦葉山の中腹に鎮座する。 
寺号は詳しくは『迦葉山龍華院弥勒護国禅寺』と称する。一般には『迦葉山』 

＜かしょうざんりゅげんいんみろくごこく＞ 
と呼ばれることが多い。 
 天狗の寺として知られ、高尾山薬王院鞍馬寺と

共に「日本三大天狗」の一つに数えられる。参拝

の際には中峯堂から天狗の面を借りて帰り、願い

が成就したら、その面ともう一つの新しい天狗の

面を奉納し、また別の面を借りるというならわし

がある。 
 嘉祥元年（848 年）比叡山の丹仁を招いて天台

宗の寺院として創立されたと伝えられている。諸

願成就大天狗の面は「沼田まつり」の際に神輿と

して出御する。天狗伝説もしっかりとあるそうだ。

以上ネットでしらべました。 
 
尚、予定外にバスを迦葉山に立ち寄らせたことで、

ドライバーも良い返事をしなかったが、バス会社

からも、関越道でのバス事故以来運行管理に神経を使っているようで、山行計画以外

のバス運行はさせないようにと言われました。 
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ウィークデイハイク報告 
日本の春の里山を満喫 
     ハイキング委員 吉澤 重克（市川山の会） 

玉原へのウィークデイハイキングは多分今回が 5 回目だと思いますが，季節

が異なり各回四季折々の趣がありとても素晴らしいハイキングです。今回は「ブ

ナと残雪とミズバショウ観賞の旅」とテーマに実施でしましたが，ブナはまだ

芽吹いたばかりで緑はなく，また残雪は尼ヶ禿山近くの尾根に少し残っている

に過ぎず，少々残念でしが。しかしミズバショウはちょうど見ごろでとても美

しい姿を見せてくれました。 
当日バスで沼田 IC から玉原に行く途中がまた素晴らしく，新緑の中，それも

杉林ではなく種々雑多な木々と林檎の花，また沢の流れなど，起伏にとんだ道

を登っていく車窓からは，まさに日本の里山風景で，普段の生活を忘れさせて

癒しを感じさせてくれました。玉原に着くと雨模様で，周囲はガスっておりあ

まり視界はきかず，先ず雨具をつけて歩き始めました。玉原湿原になると，そ

こにはきれいなミズバショウがちょうど見ごろで，皆さんカメラを向けていま

した。私ももちろん観賞しながら撮影しました。ここを過ぎて尼ヶ禿山への登

山になりましたが，残念なことに視界は全くなく，それでも周囲ブナ林の中を

登って行きました。頂上は全員で昼食にするには狭く，先に登った 1~3 班は少

し下りたところの鉄塔下で昼食をしたようでしたが，私たち 4班は後から登り，

ガスで展望がない山頂で昼食をしていましたが，食べている最中突然ガスが切

れ，思いがけなく玉原湖と周辺の山々が見え始め，「来て本当によかった」と実

感しました。先におりた班には半ば申し訳ないような。 
あとは時間の関係でブナ平の方は通らずに玉原湖まで帰ってきたのですが，

途中道の両側に大きくなり花が出ているとはいえフキノトウが一面に出ており，

思わぬところで山菜採りができ，特に女性たちは大収穫に喜んでいたようです。 
 

    駐車場には 14 時 45 分には着きま

した。帰りは途中迦葉寺により大天

狗のお面を鑑賞し，温泉「望郷の湯」

にゆっくり浸り，まさに極楽気分を

味わいました。20 時には新松戸に

着き，きわめて順調なハイクでした。

今回は心から新緑の日本の里山を

満喫した旅でした。 
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ハイキング委員会リレーエッセイ 
山 と 読 書 

                       山の会・らんたん 宮本 周作 
 山に登りだしてから半世紀余、履きつぶした登山靴は何足になるだろう？ 
 あの山、この山思い出は数々あったのに、齢 70 になんなんとする老耄の身にはす

べてが混沌として定かではない。流れる霧の中からふっと現れる峰々のようにはかな

く胸中に去来するばかりである。 
 近頃わたしの周りでも残された歳を数え、身辺整理を少しずつ始めている人もいる

と聞く。わたしも三年前すんでのところでこの世におさらばしそうになった。そのと

きはいつおさらばしてもいいように身辺整理をしておかなければと思ったが、２、３

ヶ月もするとそんな想いもどこへやら、整理どころかたいして必要でもないのについ

興味が向くとたいして必要でもないものを買ってしまい、ますますがらくたに埋まる

始末。その中でも増え続けるのが本で、古本屋の棚を睨めまわし、面白そうだと手に

取りパラパラ拾い読みしていると、この本に出会うのもなにかの縁、一期一会を大切

にしなくてはと勝手な理由をくっつけて買ってしまう。最近、古女房が何を思ったの

か自分の本を大量に処分し、わたしにもいらない本を捨てればと言ったが、優柔不断

なわたしにはことはそれほど簡単ではない。模糊とした自身の山の記憶と違って本は

厳然として目の前にあり、手に取ると買ったときのことや読んだときの感動などがよ

みがえり手放せなくなってしまう。特に山の本となると、「らんたん」に入会するま

で知識も技術もなくただ想いにまかせ一人山に登っていたわたしにとって師であり

友であった。それらによって知識を得、技術の基礎を学び、未知の山へ谷へ誘われ、

あたかも自分自身が奥秩父の深い森を著者（田辺重治）とともに逍遙し、黒部源流を

長治郎に導かれ溯行する喜びに酔いしれ、時にはハインリッヒ・ハラーとともに恐怖

に心を戦かせながらアイガー・ヴァントの神々のトラバースを試み、又何度も夢にま

で見たヒマラヤの 8000ｍ峰をヘルマン・ブールと行をともにした。これらの本が引

き金となり「らんたん」に同期で入った佳き友・中村元氏と少しは難しい国内や海外

の山にも行くようにもなった。一方で川崎精雄や望月達夫の本（『静かなる山』正・

続など）によって南会津などの静かな山々への目が開かれ早春の残雪の山へ喜々とし

て訪れた。      また串田孫一・辻まこと・山口耀久の流麗な文体による山の

随筆に魅せられ、その文才を羨んだりもした。  
山へ行かないときは山の本を読んだり、地図を眺めたりしているが、街で高いビル

に上って山岳展望をするのも好きである。今スカイツリーが話題になっているが、冬

の晴れた日に是非上ってみたい。木暮理太郎に倣って東京からどの辺までの山が見え

るか見てみたい。木暮が展望した大正時代のように南アの聖岳や女房の故郷の山・苗

場山が望見できるか愉しみである。体力も落ち、ボッカ力もがた落ちの今では厳しい

冬山にはとても行けないが、ＮＨＫ・ＢＳのグレート・サミットを見ていると今一度

あんな山々に行ってみたいと憧れに似た気持ちが湧いてくるのではあるが。 
さて、御託を並べるのはここまで、足腰の丈夫なうちにもうすこし山に行くか！ 
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            花博士の花便り 
                             中原 紀代治 

                           （ふわくハイキングサークル） 
   
 5 月 10 日のウイークディ“玉原高原”で観たナンジャモンジャ。 
 心配していた雨もあまり降らず、良い山行が出来ました。沼田からの車窓では、ハ

ナミズキ、リンゴの花、唐松の芽吹きが綺麗でした。 
 玉原湿原でミズバショウが丁度見ごろ、尼ヶ禿山の登りでエンレイソウが咲いてい

ました。ブナの芽吹きは少し早く残念でした、下りで、観たオーレンは、バイカオー

レンでした。葉が 5 枚あるので、ゴカヨウオーレンとも呼ばれます。キクザキイチゲ

も咲いていました。この木は、何の木ですかと何回か聞かれましたが、芽吹きが小さ

くて答えられませんでした。ナンジャモンジャと答えれば良かった。大木は、トチノ

キ、黄色の花のサンシュウユみたいな花木は、イタヤカエデでした。 
 天狗寺の迦葉山では、ヤマブキ、ミヤマキケマンの黄色の花とシロバナエンレイソ

ウ（ミヤマエンレイソウ）が見事に咲いていました。 
 

ヒトツバタゴ （モチノキ科）トネリコ属） 
５月 12 日に、千葉の青葉の森に、ヒトツバタゴの花が咲く時期なので観に行きま

した。雪をかぶった様な花が丁度見ごろでした。ヒトツバタゴは、昔、神宮の近くに

あった木の名前が分らないので、ナンジャモンジャの木と呼ばれていました。 
茨城の神崎神社では、水戸黄門に楠を何の木かと聞かれた将軍が、分らないので、

咄嗟にナンジャモンジャの木と答えた為に、ここでは、楠がナンジャモンジャの木で

有名です。正体不明な大木などよく分らない木が“なんとゆうものか”の意味でナン

ジャモンジャの木になった様です。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ナンジャモンジャの木？？？         バイカオーレン 
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第１４回ふれあいハイク報告 

                  実行委員長 岡田 正勝（こまくさＨＣ） 

・ 実施日 ５月２０日 日曜日 
・ 場所 丹沢 弘法山から権現山 
・ 障害者側参加種別 
  車イス６台、肢体自力歩行４名、視覚障害５名、知的障害２名。   計 １７名 
・ 労山側障がい者参加 
  肢体車イス １名、肢体自力歩行 １名。   計 ２名 
・ 協力山の会・参加者数 
  船橋勤労者山の会７名（子供１名）、東葛山の会１６名、君津ケルン山の会４名 

市川山の会４名、ちば山の会１６名、山の会らんたん２名、かがりび山の会１３名、

松戸山の会１名、茂原道標山の会１名、千葉こまくさハイキングクラブ２３名、 
ふわくハイキングサークル１７名、  計１０４名（子供１名） 

・【コース】 千葉ＮＴＴ前 ６：４０――穴川ＩＣ――市川ＰＡ――首都高速――東名

高速――海老名ＳＡ―― 秦野中井ＩＣ――弘法山公園駐車場１０：００……弘法山１

０：３０～１１：００……権現山１１：３０～１３：００……女坂……車道……弘法山公

園駐車場１４：００発――秦野中井ＩＣ――海老名ＳＡ――東名高速 ――首都高速――

穴川ＩＣ――千葉ＮＴＴ前１７：００着 
・【報告】 
ふれあいハイク当日は天候に恵まれ、高速道路の渋滞もなく、行きはあまりにも快適なバ

スの旅になりました。海老名ＳＡも空いていて、予定よりも１０分多く休憩を取りました。 
弘法山公園駐車場は狭いため下車した順に歩いてもらいました。最初は舗装の車道登り坂

を歩き、公園車止めから弘法山山頂までは階段状の登山道です、車イス担当のメンバーは

大変苦労をしました、弘法山山頂に着いたときはホットした事でしょう。 
弘法山山頂からは登った道を下り権現山に向かいました。下りも苦労していました。 
権現山の登り口までは砂利道で、手前からまっすぐは木の階段、右回りの登山道は砂利道

でした。権現山で昼食、その後、松川さんのアコーディオンに合わせて全員で歌いました。

全体の記念写真を撮り、新緑のかおりがする女坂を下りました。車道も新緑に覆われてい

ました、弘法山公園駐車場に戻り、バス乗車して帰路を千葉市目指して帰ってきました。 
帰路も渋滞も無くスムーズに、予定よりも１時間早く帰ってきました。 
県連の参加協力をいただいた、山の会・参加者の皆様ありがとうございました。 
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千葉県勤労者山岳連盟 

第 2 回沢んちゅの集い 

― 沢登り経験技術交流集会 ― 
 
 

 第 2 回目の沢んちゅの集い（沢登り経験技術交流集会）を開催しますので、奮ってご参加

ください。 
 梅雨明け 10 日は晴天が続くと言われています。7 月中旬の梅雨明けを期待し、その盛夏の

中、丹波川本流での泳ぎのトレーニングを計画しました。二日目は、大菩薩嶺につきあげる

大黒茂谷をみんなで楽しく遡行しましょう。大黒茂谷は特に悪いところもなく、滝やナメが

ほどよくまとまった良渓です。参加者が多い場合は、数パーティに分けて登ります。 
1 日のみの参加も歓迎します。 

  
日程：7 月 21 日（土）～22 日（日） 
 
場所：奥秩父・丹波川流域 
 
内容：・21 日（土）9：00～14：00  
    丹波川本流（三条新橋～おいらん淵～青梅街道） 
    泳ぎのトレーニングです。 

・22 日（日）6：00～14：00  交流遡行 
泉水谷・大黒茂谷（泉水谷林道～大黒茂谷～大菩薩嶺～丸川峠～泉水谷林道） 

 
集合：21 日（土）8：30 三条新橋先広場 
 
交流集会：21 日 17 時より 三条新橋横川原（焚火を囲みながら） 
    
＊参加費：無料（食事、アルコールは各会にて用意） 
 
＊申込・問い合わせ先 吉田哲治 tetsu195715@aol.com  090-1406-5008 

（申込書は別途各会へ配信します） 
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県連盟連絡先 

◎ 千葉県勤労者山岳連盟事務所 
 〒262-0033 
 千葉市花見川区幕張本郷 1-29-18 
   レジデンス幕張台 101 号室 
 ＴＥＬ・ＦＡＸ： 043-306-1190 
 Ｅメール：rousanchiba@grape.plala.or.jp
 ＪＲ総武線幕張本郷下車、海側 徒歩５分

◎ 千葉県連ホームページ 
      http://www.cwaf.jp 
◎ 「ちばニュース」原稿送付先 
      newstoukou@cwaf.jp 
◎ 事故一報送付先 

教遭委員長・岡田 賢一 
ken-ichi@f4.dion.ne.jp 

Ｆａｘ：043-271-4704 
  事故一報は、全国連盟事務局にも必ず 

送付の事 
◎ 連盟費振込み先 

郵便振替口座 00160-3-481509 
千葉県勤労者山岳連盟 

◎ 東日本大震災・支援金振込み先 
  口座番号：ゆうちょ銀行 
       00130-7-595190 
  加入者名  佐藤 勝子 
  〒272-0023 
   市川市南八幡 1-25-16 
★ 助けてください 
事務局のお手伝いをお願いします。 
 事務所の片付け・資料の整理などを、空い

た時間でお手伝い下さい。一人でもお友達と

一緒でも大歓迎です。 
連絡は：広木まで・連絡先 

ＮＰＯ法人「ちば労山ゆう」 

◎ 県連ホームページに 
「ちば労ゆう」のページを作成。

ホームページからも入会出来ます。

 
・入会申し込みは   
http://www.cwaf.jp/contact/10-2/ 
 
・「ちば労山ゆう」への問合せは 
http://www.cwaf.jp/contact/09-3/ 
 
・ＮＰＯ６月 支援活動日 

 ６月１６・１７日 石巻支援活動

 

・入会情報（５月２１日まとめ） 

   正会員数   ７３名 

   賛助会員数  ７５名 

    合計   １４８名 

 県連会員数の、約２０％です。 

 今年度中に、５０％は無理かなー

 入会をお待ちしています。 

☆☆☆  お願い ☆☆☆ 

県連活動は、各会の参加協力が 

基本です。会として、一会員とし

て出来る事を、出来るだけで結構

です。ちょっと空いた時間で、 

県連にご協力をお願いします。 

 

連絡先 

 
danphirp@zpoat.plala.or.jp 
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20 水 20 金

　　　　　　　　　　　県　連　活　動　予　定　表

6 7

1 金 1 日

2 土 2 月

3 日  県連統一クリーンハイク 3 火 県連役員会

4 月 4 水

5 火 県連役員会 5 木

6 水 6 金

7 木 7 土

8 金 8 日

9 土 9 月

10 日 10 火

11 月 11 水

12 火 12 木

13 水 13 金

14 木 14 土 ＮＰＯ支援活動

15 金 15 日 　　　〃

16 土 ＮＰＯ支援活動 16 月 　　　〃

17 日 　　　　〃 17 火

18 月 救助隊例会・女性委員会 18 水

19 火 19 木 県連理事会

20 水 20 金

21 木 県連理事会 21 土

22 金 22 日

23 土 23 月

24 日 24 火

25 月 25 水

26 火 26 木 拡大検討部会

27 水 27 金

28 木 拡大検討部会 28 土

29 金 29 日

30 土 30 月

31 火

　発行者　　　　：　千葉県勤労者山岳連盟

　　　　　　　　　　　〒　２６１－００１３　千葉市花見川区幕張本郷　２－２９－１８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レジデンス幕張台　１０１号

　発行責任者　　：　吉田　哲治　　　　　　編集責任者　　：　広木　国昭

　ＴＥＬ・ＦＡＸ　：　０４３－３０６－１１９０　（事務所には常駐していません）

　Ｅメール 　　　：  rousanchiba@grape.plala.or.jp　

　問合せ・質問は　：千葉県勤労者山岳連盟ホームページ・事務局への問合せ
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